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主  題：死の先にある神の栄光 

聖書箇所：ヨハネの福音書 １１章１－６節 

 

この朝から皆さんといっしょに見たいみことばは、ヨハネの福音書１１章です。これまでに読んだこ

とのある人ならもうよくご存じだと思います。この章の中には亡くなって４日も経っていたラザロとい

う人物が、イエス様によって死からよみがえるという驚くべきみわざ、しるしが記されています。 

●六つのしるし： 

ここまで私たちはこの福音書を通して、イエス様のなした六つのしるし、奇蹟というものを一つずつ

見てきました。一つ目にカナの結婚式で水をぶどう酒に変えられ、二つ目に病気で死にかけだった役人

の息子をいやされ、三つ目にベテスダの池で３８年間歩けなかった人をいやし、四つ目に男女合わせて

２万人以上の集団を五つのパンと二匹の魚で養い、五つ目に荒れ狂う嵐の中、湖の上を歩き、六つ目に生

まれながらに盲目だった人の目を見えるようにしました。これらひとつひとつはどれを取っても人の理

解をはるかに超えたすさまじいみわざでした。六つのしるしは奇蹟を行うイエス様こそが、確かにこの

世に来られた神の子キリストであるという真理をあかしし続けていたのです。 

そして今回から私たちが見るこの１１章には、いよいよ最後となる七つ目のしるしが描かれています。

イエス様は墓の中から死者を呼び出すことを通して、ご自身こそがよみがえりであり、いのちであるこ

と、神の子キリストであることを明白に示されるのです。そんな力ある御子イエス様の姿に、早く目をと

めてみたいと思うのですけれども、きょうはまだその場面にまで行きません。きょう私たちが目を向け

たいことは、その場面に至るまでの過程です。イエス様は驚くべきしるしを行われますが、その直前に、

ご自分の大きな愛を友に示されました。いったいどんな愛を示したのでしょう。私たちも日常の中で、愛

ということばをさまざまな場面で使います。愛についてさまざまなイメージをそれぞれが持っています。

ある人は、愛というのは相手の必要や願いをまずかなえてあげることだと考えます。また別の人は、愛と

いうのは苦しみを一刻も早く取り除いてあげて、助けが必要であれば、真っ先に駆けつけることだと考

えます。もし自分が愛している者が痛みを負っていれば、私たちは一刻でも早く救いの手を差し伸べよ

うとします。でもここでイエス様が示されていた愛というのは、そのような私たちの考えとは全く違う

ものでした。それどころか、私たちの目から見れば、それは一見冷たいとさえ考えてしまうようなもので

した。でも、もちろん愛そのものである御子がなしたそのすべてが、愛に欠けているはずはありません。

この１１章、これから見る箇所は、神様の愛というものが人の考える愛よりも遥かに深くて、またはるか

に大きな目的を持っていることを教えてくれます。勘違いしてほしくないのは、神様の愛というのは苦

しみを無視する愛ではありません。それ以上に、苦しみや死の現実を前にしながらも、その先にある神様

の栄光までを完全に見据えているもの、それが神様の愛というものでした。 

〇死の先にある神の栄光：四つの場面 

その深い愛というのがいったいどのようなものなのか、きょうは神様のことばを通して一緒に考えて

みましょう。特に１－１６節をきょうは中心に考えますけれども、すごくたくさんのことをこの箇所は

教えてくれます。四つの場面に分けて、本当に大切なことをよく一緒に考えてみましょう。 

ヨハネ１１：１－１６ 

  「:1 さて、ある人が病気にかかっていた。ラザロといって、マリヤとその姉妹マルタとの村の出で、ベタニ

ヤの人であった。:2 このマリヤは、主に香油を塗り、髪の毛でその足をぬぐったマリヤであって、彼女の

兄弟ラザロが病んでいたのである。:3 そこで姉妹たちは、イエスのところに使いを送って、言った。「主

よ。ご覧ください。あなたが愛しておられる者が病気です。」:4 イエスはこれを聞いて、言われた。「こ



の病気は死で終わるだけのものではなく、神の栄光のためのものです。神の子がそれによって栄光を受ける

ためです。」:5 イエスはマルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた。:6 そのようなので、イエスは、

ラザロが病んでいることを聞かれた時も、そのおられた所になお二日とどまられた。:7 その後、イエスは、

「もう一度ユダヤに行こう」と弟子たちに言われた。:8 弟子たちはイエスに言った。「先生。たった今ユ

ダヤ人たちが、あなたを石打ちにしようとしていたのに、またそこにおいでになるのですか。」:9 イエス

は答えられた。「昼間は十二時間あるでしょう。だれでも、昼間歩けば、つまずくことはありません。この

世の光を見ているからです。:10 しかし、夜歩けばつまずきます。光がその人のうちにないからです。」:11 

イエスは、このように話され、それから、弟子たちに言われた。「わたしたちの友ラザロは眠っています。

しかし、わたしは彼を眠りからさましに行くのです。」:12 そこで弟子たちはイエスに言った。「主よ。眠

っているのなら、彼は助かるでしょう。」:13 しかし、イエスは、ラザロの死のことを言われたのである。

だが、彼らは眠った状態のことを言われたものと思った。:14 そこで、イエスはその時、はっきりと彼らに

言われた。「ラザロは死んだのです。:15 わたしは、あなたがたのため、すなわちあなたがたが信じるため

には、わたしがその場に居合わせなかったことを喜んでいます。さあ、彼のところへ行きましょう。」:16 

そこで、デドモと呼ばれるトマスが、弟子の仲間に言った。「私たちも行って、主といっしょに死のうでは

ないか。」」 

１．危機の訪れ １－３節 

では、さっそく最初の場面から考えてみましょう。一つ目の場面は危機の訪れです。弟子たちとともに

いたイエス様のもとに一つの悲しい知らせが届けられました。１－３節にこのように記されていました。

「:1 さて、ある人が病気にかかっていた。ラザロといって、マリヤとその姉妹マルタとの村の出で、ベタニヤの

人であった。:2 このマリヤは、主に香油を塗り、髪の毛でその足をぬぐったマリヤであって、彼女の兄弟ラザロ

が病んでいたのである。:3 そこで姉妹たちは、イエスのところに使いを送って、言った。「主よ。ご覧ください。

あなたが愛しておられる者が病気です。」」と。ある日、イエス様の耳に届けられたのは、ご自分が愛して

いる者が病気を患っているという知らせでした。この病気は、少し風邪をひいたとか、そんな些細なもの

ではありません。これはラザロのいのちに関わるほどの非常に重たいものでした。続く４節でイエス様

はこう言われました。「この病気は死で終わるだけのものではなく」、つまり最初からイエス様はわかって

いました。今、病で苦しんでいるラザロはこのままでは死んでしまう、その切迫した現実をイエス様は知

っていました。イエス様のもとに届いた知らせは、緊急を要する危機的な知らせだったのです。 

そしてこの知らせは、見知らぬ人から届いたものではありません。これはイエス様にとって最も親し

かったと言っても過言ではない、愛する友からのＳОＳでした。改めて登場人物に目を留めると、３人の

名前が出てきます。ラザロとその姉妹マルタとマリヤでした。彼らはベタニヤというエルサレムの町か

ら東に約３キロ離れたところにある町に住んでいました。ちなみにイエス様はおそらくまだこの時、１

０章の終わりに訪れた、ヨハネが最初にバプテスマを授けていたところ、ヨルダン川を渡った先のペレ

ヤ地方にいました。このベタニヤの家族は、イエス様にとって特別な存在でした。ルカの福音書を見てみ

ると、旅をしていたイエス様をマルタが自宅に歓迎した場面が描かれています。ルカ１０：３８に「さて、

彼らが旅を続けているうち、イエスがある村に入られると、マルタという女が喜んで家にお迎えした。」と書いて

いました。これを聞いても、私たちはあまり何も思わないかもしれません。でも、福音書の中で、イエス

様に対して自宅を開放したことが記されているのは、ほんのわずかしかありません。名前が明らかにさ

れている人たちだけで言うのであれば、弟子のペテロ、マタイ、取税人のザアカイ、パリサイ人のシモン、

ツァラトに侵されていたシモン、そしてエマオの２人だけです。名前が挙げられているだけでは、これだ

けしかいません。イエス様はどれだけの人に働きをなしていたでしょう。イエス様は大ぜいの人に救い

の希望というものを語りました。苦しむ人たちのことをいやしてあげ、かたくなな人に対しても絶えず

あわれみを示し続けました。にもかかわらず大ぜいの人たちはこの方をさげすみ、拒んでいました。だれ



も家に迎え入れようともしませんでした。多くの人たちが背を向ける中にあって、マルタとその家族は

イエス様に対して心を開き、喜んで家に迎え入れていたのです。また特に、妹のマリヤはイエス様のこと

を心から愛していました。 

ヨハネ１１：２に興味深い内容が書かれていました。「このマリヤは、主に香油を塗り、髪の毛でその足を

ぬぐったマリヤであって、彼女の兄弟ラザロが病んでいたのである。」と。不思議だと思いません？この出来

事自体は実はまだ起こっていません。マリヤがイエス様の足に油を塗って、自分の髪の毛でぬぐうとい

うこの出来事は、１１章の次の章、１２章での話です。ではなぜ起こっていないことをヨハネは先に触れ

たのでしょう。それは、ヨハネの福音書が記された当時の人たちは、この出来事をもうすでによく知って

いたからでした。女性が自分の髪の毛でだれかの足をぬぐうという行為は、当たり前のものではありま

せんでした。この行為は、マリヤが持っていたイエス様に対する愛をよく表したものでした。ですから読

者たちは、このことばを読めば、すぐにピンときました。イエス様とマリヤ、いやイエス様とこの家族と

の間には特別な関係が、愛があったということです。おそらく一度や二度の話ではありません。彼らは何

度も家で食事をともにし、交わりを持ちました。彼らはともに喜びを分かち合った本当の友でした。彼ら

はお互いに愛し合っていました。 

だからこそです。届いた知らせをもう一度見てください。姉妹たちはイエス様に対して、３節に「主よ。

ご覧ください。あなたが愛しておられる者が病気です。」と書いていました。彼女たちはラザロの名前を出し

ませんでした。彼女たちはイエス様に対して、イエス様、今すぐ来てください、今すぐに助けに来てくだ

さいと、そんなことも言いませんでした。イエス様がいったいだれなのか、またそのイエス様が私たちの

ことを、兄弟ラザロのことを何よりも愛してくれていると、もうよく知っていたからです。そんな彼女た

ちにとって、イエス様に伝える必要があったのは、「愛する者が病気です」、それだけでした。それほど

までにイエス様とこの家族の間には深い、親しい関係があったということです。イエス様はこの家族の

ことを深く愛していました。また彼らもイエス様のことを心から愛していました。イエス様の耳に届い

た知らせは、見知らぬだれかからのものではありません。愛する、愛する、愛する友が危機的な状況にあ

るという知らせでした。 

２．遅れているように見える神の愛 ４－６節 

では、これほどの知らせを受け取ったイエス様はいったいどのようにして応答されるのでしょう。そ

の応答は、人の考えとは全く異なるものでした。その姿が次の二つ目の場面に描かれています。二つ目の

場面は、遅れているように見える神の愛です。４－６節にとても大切なことを書いています。「:4 イエ

スはこれを聞いて、言われた。「この病気は死で終わるだけのものではなく、神の栄光のためのものです。神の子

がそれによって栄光を受けるためです。」:5 イエスはマルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた。:6 そのよ

うなわけで、イエスは、ラザロが病んでいることを聞かれたときも、そのおられた所になお二日とどまられた。」

とあります。今、読んだことばを聞いてどう思いました？普通に読めば、だれもが首を傾げるような、疑

問を覚えるような内容が書いていました。１節からずっとヨハネは教え続けてくれていました。イエス

様とこの家族との間には測り知れないほどの深い関係があると。イエス様は愛していたし、彼らも愛し

ていたし、しかもそれをさらに教えるために５節でもまた言うのです。「イエスはマルタとその姉妹とラザ

ロとを愛しておられた。」と。この箇所を読めば、無意識に次の展開を考えます。イエス様は彼らを愛して

いました、だからこの知らせを聞いて、イエス様はしていたことを全部置いて、ラザロのもとにすぐに向

かわれましたと。ラザロのことを心配して、イエス様は弟子たちとともにすぐにロバに乗って、大急ぎで

ベタニヤの方に出発されましたと、私たちは思います。彼らを愛していたイエス様であるならば、当然そ

のような応答を取るに違いない、それこそが愛だと。 

でも実際に、イエス様がなされたことは、愛する者の危機を耳にした後もなお二日おられたところに

とどまることでした。イエス様は自分のことを心から愛して、自分も愛している友が死の危機にあるこ



とを知っていました。自分のことを信頼して、いつ来るだろうか、いつ来るだろうかと待っている家族が

いることもわかっていました。しかしそのすべてを知りながら、イエス様は訪問を遅らせて、ラザロが死

ぬことをよしとされたのです。私たちの心に疑問が出てきません？これのどこが愛でしょうかと。私た

ちがこのような箇所に直面する時、まず認めないといけない現実があります。私たちの考えと神様の考

えというのは大きく異なっているということです。聖書の神様の道と私たちの期待する道というのはそ

もそも違ったものであるということです。イザヤ５５：８－９にもこんなふうに書いていました。「:8 

「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わたしの道は、あなたがたの道と異なるからだ。── 主主 の御

告げ──:9 天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがた

の思いよりも高い。」と。創造主であるお方と被造物である私たちの考え方が同じなどということはあり

得ません。そして、それを素直に認めるのであれば、私たちはこのような箇所をどのように理解すればい

いのでしょう。 

▶「そのようなわけで」 

なぜイエス様がこんなことをしたのか、みことばはちゃんとその答えを教えてくれます。まず６節の

頭に「そのようなわけで」ということばが使われていました。２０１７年版の聖書では「しかし」になって

いるかもしれませんけれども、「しかし」では本来の意味が全然伝わらないので、それはよくありません。

「しかし」を「そのようなわけで」に変えておいてください。ここに出てきている接続詞には、もともと

「だから」とか「その結果」という意味が含まれています。逆説の話をしているのではありません、結果

の話です。つまりことばを言いかえるのであれば、イエス様はマルタやマリヤ、ラザロを本当に愛してお

られたから、その結果、おられた場所にとどまられたということです。６節の最初のことばはそのことを

教えてくれていました。イエス様の行動というのは、無関心から出たものでは全くありませんでした。そ

の場にとどまり続けたのは、苦しんでいるラザロや姉妹を心配しない冷たい思いからではいっさいあり

ませんでした。むしろ彼らに対するイエス様の燃えるほどの愛が、遅らせるという行動につながったと

いうことです。 

そして私たちはこのことがよくわかりません。私たちは遅らせるということを聞くと、すぐにそれは

愛ではないと思います。実際、自分が遅らされている状況に陥ると、私たちはいろいろな思いを抱きま

す。考えてみてください。私たちは目の前に起こっているその苦しみが長引けば長引くほど、神様に対し

て疑問や不満を抱くことがあります。祈り続けているその中にあって、自分の期待していることが自分

の期待どおりのタイミングで行われなければ、神様の愛を疑うようなこともあります。本当に神様は私

のことを覚えてくれているのだろうかと不安になることもあります。私たちは自分の置かれている状況

を通して、神様が自分を愛しているのかどうかを測ろうとするのです。でもこれは正しい態度ではあり

ません。私たちに大切なことは、置かれた状況を通して神様の愛を理解するのではありません。キリスト

によって示された神様の愛を通して、自分の状況を理解することでした。ギャレット・ケルというひとり

の先生がこんなことばを残しています。「もし自分の人生の状況を見て、神があなたを愛しているかどう

かを判断しようとするなら、あなたは絶えず疑念を抱くことになるでしょう。しかし、十字架に目を向け

るなら、疑う理由などどこにもないことが分かります。」と。愛であるイエス様は、ラザロや姉妹たちの

ことを心から愛されました。私たちが想像もできないほどの愛でもってイエス様はこの家族を愛しまし

た。人の目に一見遅れに見えるその行為も、愛のなさからではありません。愛のゆえの行為でした。イエ

ス様をその場にとどまらせたのは、愛のゆえでした。 

でも、一つ大切なことがあります。それは、イエス様をその場にとどまらせた愛というものには、ある

目的があったということです。その目的は、神様の栄光を現すことでした。４節でこんなふうに言われて

います。知らせを聞いて、イエス様が最初に言いました。「この病気は死で終わるだけのものではなく、神の

栄光のためのものです。神の子がそれによって栄光を受けるためです。」と。愛にあふれているイエス様がど



こに目を向けていたのか、どこに目を留めていたのか――。もちろん病に苦しんでいるラザロのことも

見ていました。病の先に訪れる死という残酷な現実も見ていました。でもイエス様はそれ以上にその死

の先にある神の栄光というものを見つめていたのです。すべてのことを通して、御父と御子の栄光が現

されることにイエス様は何よりも目を留めていたということです。神様の栄光を現す、それがイエス様

の示した愛の目的でした。 

そしてこれは何もここで始まった話ではありません。イエス様の地上での歩みというのは、最初から

最後まで常にこのことがゴールでした。イエス様は常に神様の栄光、ご自身の影響を現そうとし続けま

した。たとえばカナの結婚式にあって、イエス様は水をぶどう酒に変えました。信じられないみわざをな

したのです。でも何のためでした？そこにいた人たちを喜ばすためでした？喜ばすことにつながりはし

ました。でも目的はヨハネの２：１１にこう書いています。「イエスはこのことを最初のしるしとしてガリ

ラヤのカナで行い、ご自分の栄光を現された。それで、弟子たちはイエスを信じた。」と。この時だけではあり

ません。生まれつきの盲人に出会った時、弟子たちは質問を投げかけていました。この人が見えないのは

両親の罪の結果ですか、本人の罪の結果ですかと。でもそれに対してイエス様ご自身はヨハネ９：３で

「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。神のわざがこの人に現れるためです。」と答えました。

イエス様の持っておられた目的というのは、どんな時も同じでした。この地上に来て、みことばを語って

いたのも、さまざまな奇蹟を行っていたのも、苦しむ者にあわれみを示していたのも、それ自体がゴール

だったのではありません。犠牲的な愛でもって人々に仕えられ、最後には十字架にかかって罪人のため

に死なれたことでさえ、それ自体が最終的なゴールではありません。そのすべては、究極的には神様の栄

光を現すためでした。すべてのことを通して、神様の知恵がほめたたえられ、すべてのことを通して神様

の力があがめられ、すべてのことを通して神様のあわれみが、愛が賛美されるためでした。イエス様の目

的は、イエス様の目は、常にそこに向いていました。だからイエス様は、その栄光を現すために、いやも

っと言えば、イエス様はその栄光を最も大きく現すために、知らせを受けてもすぐに旅立つことをしま

せんでした。ラザロや姉妹たちを心から愛していたイエス様は、その愛している彼らが偉大な主の栄光

を最も目の当たりにできるようにとタイミングを遅らせたということです。 

そしてこれこそが人の考えをはるかに超えている神様の愛というものでした。世の中の人はわかりま

せん。神様の愛というのは、この世のものとは全然違います。神様の愛というのは、私たち人間にとって

最も必要なものを与えてくれるものです。ここにいる私たちにとって、最も大切なことは、神様の偉大さ

を、その栄光を永遠に味わい、それを喜びほめたたえることです。私たちは本来神様の栄光を現すものと

して造られました。イザヤ４３：７に書いています。「わたしの名で呼ばれるすべての者は、わたしの栄光の

ために、わたしがこれを創造し、これを形造り、これを造った。」と。私たちが造られた目的は、神様の栄光

を現すためです。神様の栄光をほめたたえ続けるためです。私たちがその目的に従って生きて行くので

あれば、その時、私たちは本当の意味で本当の喜びを感じることができます。主の栄光を仰ぎ見ること、

主の栄光のすばらしさを知ること、それが私たちのうちに本当の満足をもたらしてくれます。 

だからかつてのモーセも願いました。「どうか、あなたの栄光を私に見せてください」（出エ３３：１８）

と。ここにいる私たちはみな同じです。私たちは忘れてはいけません。私たちが今こうやって礼拝をささ

げているのは、自分たちを満足させるためではありません。賛美をささげているのも、祈りをしているの

も、奉仕をするのも、交わりをするのも、私たちがみことばを聞いていろいろなことを考えるのも、自分

たちのためではありません。私たちがなしているすべてのことは神様のため、神様の栄光を現すためで

す。私たちは主の栄光を現すために生きています。そしてその歩みをして行く中にあって、ますます私た

ちが主の栄光、主の偉大さ、主の知恵、主のすばらしさ、主の力、主の愛、主のあわれみ、そういったも

のに触れ、それに感動し、それを心から賛美する時、私たちの心は本当の喜びを知るようになります。だ

から、イエス様が何をなしたかわかりますか？イエス様の愛は、あまりにも深いものでした。深過ぎたか



らこそ、主の栄光こそが愛している者に最も必要であることをわかっていました。だからその主の栄光

を最も知れるようにと、イエス様は遅らせたのです。主の栄光と神様の愛と、そして私たちの喜びという

のは密接に結びついています。 

その神様の栄光が大きく現される場所がどこか知っていますか。神様の栄光というのは、いろいろな

ところで見ることができます。大空も、天の栄光、神の栄光をたたえているし、みことばもその栄光を教

えてくれます。でも神様の栄光が大きく現わされる場所の一つは、神様が物事を遅らせるその瞬間です。

私たちは物事が遅れている時、神様が働いていないとか、そんなことを思ったりします。でも神様はご自

身の栄光を現すために遅らせるということをされます。なぜでしょう？それは、私たちが自分の力や計

画で何とかなると思っているうちは、問題を解決しようが、いろいろなことが前に進もうが、それを全部

自分の手柄だと思うことがあります。神様の栄光ではなくて、自分の栄光にしようとします。だから神様

は何をするかというと、神様は私たちが「自分の栄光です」といっさい言えないように、その可能性がゼ

ロになるまで時間を遅らせられます。そしてそれによって、人間の力ではなく、それが１００％神様のみ

わざであるということを明らかにするのです。そしてその時に、私たちは一番喜ぶことになります。旧約

聖書を振り返れば、そんな歴史ばっかりでした。たとえばアブラハムとサラ。神様がアブラハムにあなた

の子孫を星のように増やしますと約束された時、アブラハムはすでに７５歳でした。その何年後に息子

イサクが生まれたのか覚えていますか。約束されてから実に２５年後でした。アブラハムは１００歳に

なり、サラは９０歳の時でした。不妊のまま高齢になり、子どもが生まれる可能性が完全に断たれたその

時、神様は約束を果たしました。人間の限界のその先に、神様の栄光の力が大いに現されたのです。人に

不可能だとそう絶望を覚えさせるその時に、神様の栄光は最も大きく輝きました。 

この場面で、イエス様がなそうとしたことも同じでした。親しい友を愛していなかったのではありま

せん。親しい友を心から愛していたイエス様は、その愛のゆえに訪問を遅らせました。実際に彼らのもと

に着いた時にはラザロは死んでもうすでに４日経っていました。だれがどう考えたとしても生き返る可

能性などない、そんな絶望的な状況です。しかし、そんな絶望のど真ん中にあって、イエス様は神の栄光

を大いに現されるわけです。その圧倒的な神の栄光を目撃することこそ、このベタニヤの家族にとって

イエス様について来た弟子たちにとって、そして今を生きる私たちにとっても最大の喜びをもたらすと

いうことです。その喜びのために、神様は愛のゆえに遅らせました。人の目に遅れていると見えても、人

にとって最も必要な神の栄光という喜びを味わわせてくれる愛、それが私たちの理解では測り知ること

のできない神様の持っている愛というものでした。 

３．困惑する弟子たち ７－１０節 

次に、三つ目の場面は、困惑する弟子たちです。知らせを聞いた後、同じ場所で二日とどまったイエス

様は遂に行動に移されます。 

▶「もう一度ユダヤに行こう」 

しかし、その行為は弟子たちにとって到底理解できないものでした。７節からこんなふうに書いてい

ます。「:7 その後、イエスは、「もう一度ユダヤに行こう」と弟子たちに言われた。:8 弟子たちはイエスに言っ

た。「先生。たった今ユダヤ人たちが、あなたを石打ちにしようとしていたのに、またそこにおいでになるのです

か。」」と。イエス様のことばを聞いていた弟子たちの驚いた顔、想像できません？イエス様は彼らに言

いました、「もう一度ユダヤに行こう」と。でも、イエス様はついこの間、まさにこの場所、ユダヤ、エル

サレムにあって殺されそうになりました。「わたしと父とは一つです。」と、自分が神の御子であることを

明らかにした結果、激しい憎しみをかって、石打ちにされそうになりました。弟子たちも含めて、ひどい

迫害を受けて、いのちの危険を感じました。その場所から逃れて来たばかりだったのです。またそんな迫

害から逃れて来たばっかりではありません。エルサレムの町では群衆の多くの者たちがイエス様を拒ん

でいました。でもやって来た場所、最初にヨハネがバプテスマを授けていたところでは、多くの人たちが



イエス様のもとに自らやって来ていました。彼らはイエス様のことを見て、イエス様から話を聞いて、そ

してイエス様を自分の救い主として信じました。ある意味で、エルサレムでは見られなかった働きの実

というものを、ここでは数多く見ることができていたのです。だから弟子たちの立場になったら、当然の

ように困惑しました。再び戻ることに恐れ、不安を抱きました。えっ？イエス様、なぜですかと。なぜわ

ざわざ殺されかけた危険なところに戻るのですかと。ここだったら安全だし、人々にも慕われているし、

何よりも救われている者たちが多くいるではないですか、ここに腰を据えたらいいではないですかと。

弟子たちはイエス様を止めようとしました。もっともな理由を並べて、ユダヤに行くという計画を変え

ようとしました。恐怖に動かされた弟子たちとは違って、イエス様は考えを変えることはありませんで

した。イエス様はどんな時も主の栄光のために働きました。敵の脅しも、迫害も、目先の恐れも、不安も、

ご自分の道、ご自分の選択を曲げることにはつながらなかったのです。イエス様は目の前に恐れがあっ

たとしても、困難があったとしても、その道を避けることはしませんでした。 

でもどうしてそんな歩みができたのでしょう。どうしてイエス様は、こんなにも揺るがされない大胆

な歩みができたのでしょう。その答えも、みことばが教えてくれています。続く９－１０節に「:9 イエ

スは答えられた。「昼間は十二時間あるでしょう。だれでも、昼間歩けば、つまずくことはありません。この世の

光を見ているからです。:10 しかし、夜歩けばつまずきます。光がその人のうちにないからです。」」と言われて

います。複雑に感じた人もいるかもしれません。でもここで言われていたことは、とてもシンプルでし

た。この当時、時計はありません。時計のない時代、人々は昼の間に働きました。昼の時間というのは、

季節によってもちろん多少変化はあれ、日の出から日没までの１２時間でした。その１２時間を昼とし

て人々は働いていたのです。当たり前ですけれども、その反対の日没から次の日の出までの１２時間は

休みました。光がない夜の間に何かをしようものならつまずいてしまうからでした。当時の人々の一日

は日の出から日没までのこの昼の１２時間働き、日没から日の出までの１２時間は夜として、何もでき

ませんでした。イエス様はそのことを持ち出すのです。少し考えてみてください。日の出から日没までの

時間というのは、だれかが望めば引き延ばすことができるでしょうか。日の出から日没までの時間とい

うのは、だれかが強く願えば、その時間を半分に短くできるものでしょうか。それはできません。だれが

どう願ったとしても日の出から日没までの時間というのは決まっています。１日の中で与えられている

その時間というものを延ばしてみたり、短くしてみたりすることができるような者はひとりとしていま

せん。神様が与えている時間は、もうすでに定まっているということでした。 

そしてこの現実をイエス様は自分の生涯と対比しているのです。弟子たちは殺されるのではないかと

不安に思いました。自分たちの愛している主人が死んでしまうのではないかと恐れを抱きました。でも

イエス様は言うのです。昼間は１２時間あるでしょうと。心配しなくていい、わたしは昼の間働いて、神

様の栄光を現しますと。その昼の１２時間は、だれの手によっても短くできませんと。憎しみを抱いて、

石を取り上げているような人たち、そんな者たちに私のその昼の時間を途中で終わらせることができる

ような者はいませんと。イエス様の歩みというのは、神様によって守られていました。神様の時間軸によ

って動いていました。そのもう定まっている時間軸にだれも手を加えることも、引くこともできません。

だからイエス様はどんな危険な状況でも恐れずに大胆に歩みました。イエス様もこの後、ご自身が十字

架にかかることをよくわかっていました。その時間が来るまで、自分のいのちを取れるような者はだれ

もいませんと。神様が定めている時間があるということ、その時間をほかの人が変えることはできない

ということ、その真理のゆえに、イエス様は大胆に歩みました。 

そして感謝なのは、これは今の私たちにとっても同じだということです。今、私たちは生かされていま

す。神様の御手のうちにあって、神様の時間軸の中にあって生かされています。詩篇１３９：１６にこん

なことばがあります。「あなたの目は胎児の私を見られ、あなたの書物にすべてが、書きしるされました。私の

ために作られた日々が、しかも、その一日もないうちに。」と。ここにいる私たちひとりひとり、神様は私た



ちが生まれる前から私たちの人生の長さというものを決めています。私たちは健康のために運動をした

り、良い食事を摂ったり、いろいろなことができます。でも何をしようと、私たちは定められている日よ

りも長く生きることはありませんし、逆にその日が突然短くなることもありません。それぞれに与えら

れている時間があります。それが途中で終わることもありません。そしてこの事実を正しく覚えている

のであれば、私たち自身も勇敢に、大胆でいられます。神様がそれぞれに委ねてくださっている務めを果

たし終えるまでは、私たちのいのちは御手のうちで守られているからです。周りの人も、状況も、定めら

れている時間を変えることができるものは何もありません。私たちはその中で生きています。そして、そ

の中で生きているという約束があるからこそ、私たちは同時に大きな大切な役割、責任というものを担

っています。私たちが地上で過ごす時間が限られているからこそ、どれだけの時間が残されているかわ

からないからこそ、私たちはその与えられた時間を、与えられた機会を賢く、忠実に使うことです。時間

は決まっています。いつ死ぬのか、神様は知っています。その時間は迫っています。その時間が来るまで

に、福音を宣べ伝える神様の栄光を現し続けることです。イエス様は困惑する弟子たちのことを励まし

ました。私の時はまだ来ていません。私はまだ父から託されている大きなみわざが残っていますと。だか

ら、だれの手によってもそれは妨げられることはないから、恐れることなくもう一度ともにユダヤに行

こうと。これが三つ目の場面で見て取れる、私たちの愛する偉大な主の姿でした。 

４．眠った者を起こしに行く主 １１－１６節 

そして最後にもう一つ、四つ目の場面は、眠った者を起こしに行く主です。１１－１５節にこう書いて

います。「:11 イエスは、このように話され、それから、弟子たちに言われた。「わたしたちの友ラザロは眠って

います。しかし、わたしは彼を眠りからさましに行くのです。」:12 そこで弟子たちはイエスに言った。「主よ。

眠っているのなら、彼は助かるでしょう。」:13 しかし、イエスは、ラザロの死のことを言われたのである。だが、

彼らは眠った状態のことを言われたものと思った。:14 そこで、イエスはそのとき、はっきりと彼らに言われた。

「ラザロは死んだのです。:15 わたしは、あなたがたのため、すなわちあなたがたが信じるためには、わたしがそ

の場に居合わせなかったことを喜んでいます。さあ、彼のところへ行きましょう。」」と。 

▶「眠っています」 

イエス様はここで、「ラザロは眠っている」、そんな表現を使いました。なぜでしょう。このことばで

いったい何を強調しようとしたのでしょう。なぜイエス様は最初から、「ラザロは亡くなりました」と、

普通に言わなかったのでしょう。案の定、弟子たちは理解しませんでした。主よ、眠っているのであれば、

彼は助かるでしょうと。ある意味当然の反応でした。眠っていると言われたから、彼らはことばどおりに

受け取りました。眠っているのだったら、起こしに行けばいいでしょうと。眠っているのであれば、大丈

夫だと。眠っているのであれば、やっぱりわざわざそんな危険なところに行かなくても……と。弟子たち

はイエス様のことばの真理を、意味を取り違えました。 

でも同時に、彼らのことばには真理も含まれていました。愛する友ラザロは病気によって確かに亡く

なりました。死にかけだったのではありません。まだ半分意識があったのでもありません。完全に死にま

した。しかし、そんな死んだ彼もイエス様の目から見れば、眠っているのと同じだったということです。

眠っているのであれば、その状態は一時的で、必ず終わりが来るということです。何度、起こしても全く

反応がなくて、いつまでも目を閉じたままのその姿を、私たちは死と呼びます。でも声をかけて、目を覚

まして起きて来るのであれば、それは私たち眠りと言います。死にまさるよみがえりであるイエス様は、

これから自分が何をするのかをわかっていました。ご自分のうちにいのちを持っている神の御子は、こ

れから友ラザロをよみがえらせることを心に決めていました。だからイエス様は言ったのです。彼は、愛

する友はただ眠っていると。そして感謝なことは、これはラザロにだけ用意されている約束ではありま

せん。聖書を見る時、そこには繰り返しキリストを信じて亡くなっていった者たちがみな眠っていると

表現され続けています。Ⅰテサロニケ４：１４にもこう書いていました。「私たちはイエスが死んで復活さ



れたことを信じています。それならば、神はまたそのように、イエスにあって眠った人々をイエスといっしょに連

れて来られるはずです。」と。キリストを信じる者は、もはや死を恐れる必要は完全になくなったというこ

とです。私たちキリストのうちにある者にとって、死というのは最終地点ではなくなりました。死という

のは眠りです。２５節でイエス様ははっきりと言っていました。「イエスは言われた。「わたしは、よみが

えりです。いのちです。わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。」と。ついこの間、私たちはひとりの姉

妹が天に召されたことを覚える時を持ちました。皆さんのうちには、これまでにもう何人もの愛する家

族や友人を天に見送った人たちもいます。今、地上で顔を見られないことにはさみしさは覚えます。で

も、私たちは悲しみに打ちひしがれる必要はありません。もう二度と会えないのだと絶望に暮れる必要

もありません。私たちは彼らともいつか必ず再び顔を合わせる日が来ます。キリストにあって一時的に

眠っているだけの者と、いつまでも主の栄光をほめたたえ、主と永遠をともに過ごすという約束がイエ

ス様にあって与えられています。その希望をもって、私たちは生きていくことができます。これは私たち

にとって大きな喜びではありませんか。私たちは自分自身のうちではありません、神の御子キリストの

うちにあって、永遠のいのちの希望を見いだすことができるのです。 

それが事実であるからこそ、私たちはこんな偉大なお方に対してどう応答するでしょう。イエス様の

弟子のひとりトマスはこんな行動をとりました。最後１６節にこう書いています。「そこで、デドモと呼

ばれるトマスが、弟子の仲間に言った。「私たちも行って、主といっしょに死のうではないか。」と。トマスは

そのあだ名のとおり、とても疑い深い人物でした。イエス様がよみがえられた後、彼は自分はその手に釘

の跡を見て、釘の跡に指を入れて、そしてその脇腹に手を差し入れてみなければ、決して信じませんと口

にした疑い深い人でした。でもそんな彼がここでは口にしていたのです。私たちもユダヤに行って、主と

一緒に死のうではないかと。彼らは自分たちの前に置かれていた苦しみや試練のすべてをわかっていた

のではありません。よく知ってるとおり、イエス様が捕まった時、弟子たちはみな逃げていきました。そ

れでも彼らはここで苦しみが目の前にあることをわかっていてなお、イエス様について行くことを選び

ました。愛している主について行こう、そうやって主を愛し、従いました。それが弟子の姿でした。果た

して私たちはどうでしょう。主とともにいること、それを何よりの願いにしているでしょうか。目の前に

困難があるその時、どんな困難よりも御子とともに忠実に歩むことに安心を見いだそうとするでしょう

か。私たちの愛している主は、愛に富んでいるおかたです。偉大な力を持っているおかたです。ご自身の

栄光を現すため、神様の栄光を現すために遅らせる、そんな愛を示されました。でもそれを通して、この

後、私たちは見ます。ラザロをよみがえらせるその力をもって、ご自身の栄光を、神の栄光を現しました。

それが私たちが礼拝している主イエス・キリストです。その方を心に留めて、この方の栄光のために礼拝

者として、今週もともに歩んでいきましょう。 

 


